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平成２８年９月

 編 集 発 行      

長岡市消防団       

  

新潟県消防大会ポンプ操法競技会 
「小型ポンプ操法の部」 長岡西部方面隊 第２３分団 

    「ポンプ車操法の部」 長岡川西方面隊 第１６分団 

 平成２８年８月７日（日）第６７回新潟県消防大会ポンプ操法競技会が、

真夏の日差しが照りつける猛暑の中、糸魚川市の姫川右岸河川敷で開催さ

れました。 
 

 

な 
 

が 
 

お 
 

か 

準優勝!! 

 
回の消防団ながおかは ・・・  

Ｐ１～５ 特集 第６７回新潟県消防大会

               Ｐ６   秋の火災予防運動、 
                      消防団協力事業所について 
                Ｐ７、８ フェニックスだより 

今 
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順 位 出 場 隊 名 

１位 聖籠町消防団 

２位 長岡市消防団 長岡西部方面隊第２３分団

３位 糸魚川市消防団 糸魚川方面隊

４位 胎内市消防団 

５位 魚沼市消防団 

６位 長岡市消防団 長岡北部方面隊第１５分団

 

順 位 出 場 隊 名 

１位 上越市消防団 上越方面隊第３分団 

２位 長岡市消防団 長岡川西方面隊第１６分団

３位 聖籠町消防団 

４位 妙高市消防団 妙高高原方面隊第４分団

５位 刈羽村消防団 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 消防大会結果

〈 小型ポンプ操法の部 〉出場 １８チーム

〈 ポンプ車操法の部 〉出場 ９チーム

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
お
い
て
、
長
岡
西
部
方
面
隊
第
二
十
三
分
団
が
初
出
場
な
が
ら
、
準
優
勝
の 

優
勝
し
た
聖
籠
町
消
防
団
と
は
総
合
得
点
で
〇
・
二
五
と
い
う
僅
差
で
の
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
三
連
覇
を
目
指
し
た
長
岡
北
部
方
面
隊
第
十
五
分
団
は
、
六
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

  

「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
お
い
て
も
、
長
岡
川
西
方
面
隊
第
十
六
分
団
と
優
勝
し
た
上
越
市
消
防
団
と
の
総

合
得
点
差
が
〇
・
二
五
で
、
こ
ち
ら
も
僅
差
で
の
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

今
大
会
は
、
両
競
技
と
も
非
常
に
拮
抗
し
た
結
果
と
な
り
、
例
年
に
な
い
ほ
ど
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
選
手
の
気
持
ち
は
す
で
に
来
年
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
再
び
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
た
め
に
。

  
 

選
手
を
始
め
、
選
手
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
、
方
面
隊
の
団
員
の
皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

成
績
を
収
め
ま
し
た
。 
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長岡西部方面隊 第２３分団 選手紹介 

指 揮 者 高 野 信 之 

１ 番 員 布 川 和 浩 

２ 番 員 長 谷 川  勝 

３ 番 員  髙橋 レディ 

補 助 員 吉 田 秀 人 

消
防
大
会
を
終
え
て 

私
た
ち
の
想
い 

消
防
大
会
に
出
場
し
た
各
分
団
長
と
指
揮

者
か
ら
、
ポ
ン
プ
操
法
に
か
け
た
熱
い
想
い
を

投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

長岡西部方面隊 
 第２３分団 分団長 松本 浩之 
 
   西部方面隊の代表になることだけを目標に訓練を開始した初春のころ、県大会までたどり着く事を、 
  私をはじめ誰も想像したものはいなかったでしょう。 
   これも、関原出張所職員の皆さまの指導や西部方面隊によるサポートなど「オール西部」で訓練に取り

組んできた賜物です。 
   訓練期間中、分団長として私は努めて訓練の雰囲気作りに終始してまいりました。その中で訓練日程な

  どご心配をおかけした点も多々あったかと思います。厳しさもありながら明るく和やかな雰囲気の中、 
  事故なく訓練を終えられたことには、今は安堵しております。 

この訓練の成果を、サポートしていただいた全ての皆さまと共有できたことを心から嬉しく思っていま

  す。 
この度の訓練は、技術力の向上も然ることながら、西部方面隊の団結力を図ることができたように思い

ます。また、さらなる地域防災力の向上に繋がることを願っております。 

長岡西部方面隊 
 第２３分団 指揮者 高野 信之 
 

昨年、西部方面隊の競技会で僅差の２位となり、今年こそ

は方面隊代表を目標に全員経験者で臨み、方面隊代表を勝ち

取りました。 
長岡市の競技会では、これまでの訓練を通じて最高の操法

ができたためＭＶＰに２人が選ばれ、優勝することができ、

県大会への出場が決定しました。 
 県大会に向けては、厳しい訓練となりましたが、サポート

していただいた皆様のおかげで、楽しく、気持よく訓練する

ことができました。 
 本当にありがとうございました。 
 県大会当日、初出場ということもあり、いろいろな緊張感

のある中、惜しくも準優勝という結果になりました。 
  今年この訓練から得た経験を、今後に生かしていきたいと

思います。 
  最後に今までサポートしていただいた消防署の皆さま、西

部方面隊の皆さま及び地域の皆さま、２３分団の皆さま、そ

して、家族の方々に心よりお礼申し上げます。 
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長岡北部方面隊 第１５分団 選手紹介 

指 揮 者  藤 田 史 生 

１ 番 員 上 村  隆 

２ 番 員  藤 田 智 也 

３ 番 員 藤 田 正 明 

補 助 員 反 町 昌 図 

長岡北部方面隊 
 第１５分団 分団長 酒井 篤史 
 
  県大会３連覇を目標に、今年の早い頃より 

訓練を重ねてきました。当日は、暑さや体の 
痛みなどを抱えながらも、第１５分団らしい 
素晴らしい１本を披露してくれました。順位 
は満足いくものではなかったかもしれません 
が、気持ちの入った誇れる操法だったと思い 
ます。 

  また、訓練を通して１５分団の団結力を強 
く感じることができました。担当部の３部長 
を中心に朝早くからの準備にたくさんの団員 
がホース巻きに集まってくれました。各団員 
が与えられた仕事をこなすだけでなく、進ん 
で協力してくれる姿が印象に残りました。 

  ＯＢ、家族の方々には、たくさんの協力や 
応援を頂きありがとうございました。操法を通じて周りの環境と関わる事によって地域のコミュニティに通

じ、この大会に参加することの意義を強く感じました。 
  最後に、新町出張所職員・指導員の方々、方面隊及びＯＢの方々のたくさんのお気遣い、ご指導ありがと

 うございました。 

長岡北部方面隊 
                  第１５分団 指揮者 藤田 史生 
 

私は、長岡北部方面隊第１５分団の指揮者として

選ばれ、選手と一緒に励まし合い、県大会３連覇を

目指して頑張ってきました。成績は６位となってし

まいましたが操法大会を通じて人々の温かさと、心

の繋がりの大切さを実感しました。 
来年からは、指導者として長岡北部方面隊第１５

分団の伝統、技術を継承していきたいと思います。

最後に県大会出場にあたり、訓練に参加された第

１５分団の団員及び北部方面隊、新町出張所の指導

員の皆さま、消防団ＯＢの方々そして地域の皆さ

ま、ありがとうございました。 
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長岡川西方面隊 第１６分団 選手紹介

指 揮 者 鈴 木 丈 志 

１ 番 員 瀧 澤 卓 也 

２ 番 員 笠 原 誉 規 

３ 番 員 山 本  仁 

４ 番 員 田 中  学 

補 助 員 長谷川 義和 

長岡川西方面隊 
 第１６分団 指揮者 鈴木 丈志 
 
  全国大会優勝を目指し、１月より練習を重ねて県大会に臨 

みましたが、結果は２位となり夢の時間が終わりました。 
  県大会前日、当日共に各選手は緊張と暑さの中、練習通り 
 の活躍をした事に対し、指揮者としてとても誇らしく思いま 
 し た。これも周りの方々のサポート体制があったからこそ 

だと思っております。 
  今後、色々な活動がありますが、ここで得た団結力、思い 
 やりの気持ちを生かし、お世話になった方々に恩返しをして 
 行きたいと思います。 
  毎日サポートしていただいた１６分団の方々、良い環境を 
 提供していただいた本田方面隊長率いる方面隊、各分団の方 
 々、叱咤激励をしていただいたＯＢの方々、地元町内会の方々、各選手のスキルＵＰの為日々努力してい 
 ただいた長岡消防の方々、長い間選手を陰で支えていただいた家族の方々、そして夢を見させていただい 
 た選手の方々、皆さまの支えのお陰でここまで頑張れました。 
  本当に長い間ありがとうございました。 

長岡川西方面隊 
 第１６分団 分団長 樺沢 信一 
 

昨年１６分団は県大会４位という結果で悔しい思い

をしました。４年に一度全国大会に出場機会がある今

年、強い気持ちを持って厳しい訓練を重ねてきました

が、惜しくも県大会２位という結果で全国大会出場を逃

しました。 
 県大会当日は、９チーム中９番目に出場するというこ

とでモチベーションを維持するのが難しい中、選手はよ

く頑張ってくれたと思います。また、選手をサポートし

てくれた団員の皆様のおかげで県大会を無事迎えら

れたと思っております。 
 最後に、今までご協力、ご尽力頂いた長岡消防署指導

員の皆さま、本部員の皆さま、川西方面隊の皆さま、消

防ＯＢ会の皆さま、地元町内会の皆さま、各分団員の

皆さま、選手の家族の皆さまに心より感謝申し上げま

す。 
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○実施期間 １１月９日（水）～１１月１５日（火） 

○実施方法 

    実施日及び巡回場所等は各分団の実情にあわせて計画し、配置されている消防団車両で 
実施してください。 

   なお、実施にあたっては、一時停止するなどして、広報要旨が十分届くよう配慮してく 
  ださい。 

○その他 
ポスター及び防火垂れ幕を消防団機械器具置場や地区公民館などに掲示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡市消防団協力事業所について 

  

消防団活動や消防団員の確保などに貢献している事業所として、新たに４事業所を長岡市消防団協力 
事業所に認定し、協力事業所の総数は７４事業所となりました。 

新たに認定された事業所は以下のとおりです。 
 

 ・株式会社 キムラ組         （寺泊年友） 

 ・大河津建設株式会社 寺泊営業所   （寺泊万善寺） 

 ・柏崎農業協同組合          （柏崎市駅前１） 

 ・株式会社 ジェイエイサービス柏崎  （柏崎市大字藤井） 

  

※表記は申請順となっています。  

 なお、長岡市ホームページに長岡市消防団協力事業所の一覧が 

掲載されています。 

秋の火災予防運動期間の防火広報について 
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